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山添藤真新町長による
新たなまちづくりへの決意

新町政のスタート

   巻頭特集
新町長あいさつ

●やまぞえ・とうま（32 歳）

昭和 56 年生まれ、岩滝出身。京都府立宮津高等学校卒業。

高校卒業後、平成 14 年から平成 20 年までフランスで建築学・都市計

画を学ぶ。平成 22 年４月 11 日には与謝野町議会議員一般選挙でトッ

プ当選を果たす。平成 26 年４月 16 日に全国最年少町長として 2 代目

与謝野町長に就任。

趣味は料理で、和食を得意とする。座右の銘は「人の世に道は一つと

いうことはない。道は百も千も万もある」

■全国最年少町長の誕生
　4 月 6 日に執行された与謝野町
長選挙において、有権者の方々から
多くの支持を得て山添藤真氏が与謝
野町長に当選しました。
　16 日に初登庁し、約 150 人が出
迎え、２代目与謝野町長に就任。
　32 歳という若さでの就任は、全
国最年少町長となります。

１２３

４５６

６
つ
の
政
策

新
し
い
視
点
で
産
業
振
興

政
策
を
実
現
し
ま
す

企
業
家
、
起
業
家
を
育
て
て
い
く
た
め

に
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
探
求
し
、
国
内

だ
け
で
な
く
世
界
も
視
野
に
入
れ
た
外

貨
獲
得
の
増
大
と
内
需
の
掘
り
起
こ
し

を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
も
の
づ
く
り

を
基
軸
に
し
て
、
人
や
物
の
流
れ
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
で
産
業
の
発
展
や
雇

用
の
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

観
光
振
興
、
交
流
人
口
事
業
の

促
進
を
実
現
し
ま
す

与
謝
野
町
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
や
海
の

京
都
構
想
な
ど
の
観
光
振
興
事
業
を
継

承
す
る
と
と
も
に
、
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
周
辺
を
も
う
ひ
と
つ
の
交
流
人

口
促
進
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
、
身
の

丈
に
あ
っ
た
再
構
築
を
行
い
、
に
ぎ
わ

い
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

地
域
密
着
型
の
福
祉
政
策
を

実
現
し
ま
す

各
事
業
所
と
連
携
し
な
が
ら
介
護
施
策

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
高

就
任
あ
い
さ
つ

　　
去
る
４
月
６
日
に
執
行
さ
れ
ま

し
た
与
謝
野
町
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
信
託

を
い
た
だ
き
、
第
２
代
与
謝
野
町

長
と
し
て
町
政
を
お
預
か
り
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
若
く
経
験

が
浅
い
私
が
首
長
と
し
て
選
ば
れ

た
こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
表
れ
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
勇

気
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
生
ま

れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
発
展
の
た

め
に
、
人
生
の
す
べ
て
を
か
け
る

覚
悟
で
す
。

　
与
謝
野
町
が
誕
生
し
て
８
年
が

経
ち
ま
し
た
。
先
人
た
ち
が
築
い

て
こ
ら
れ
た
伝
統
や
文
化
、
基
盤

を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
新
し
い

発
想
を
大
胆
に
取
り
入
れ
、
未
来

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
織
物
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
産

業
、
ツ
ヤ
ツ
ヤ
の
お
米
を
作
り
出

す
農
業
。
大
切
に
保
存
さ
れ
て
き

た
景
観
や
お
も
て
な
し
の
心
。
こ

れ
ら
す
べ
て
の
も
の
は
、
世
界
の

ど
こ
に
だ
し
て
も
恥
じ
な
い
、
自

慢
で
き
る
も
の
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
産
業
振
興
や

雇
用
の
確
保
、福
祉
政
策
の
拡
充
、

教
育
環
境
の
整
備
、
庁
舎
問
題
、

学
校
施
設
の
統
廃
合
・
再
配
置
な

ど
、課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
私
が
申
し
上
げ
て
き

ま
し
た
、
以
下
の
６
つ
の
政
策
を

基
本
と
し
て
、
課
題
解
決
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

地
域
の
魅
力
を
よ
り
輝
か
せ
、

こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も

た
ち
に
よ
り
豊
か
な
町
を
残
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
手
を
携
え
、
職
員
共
々
一
丸

と
な
り
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で

す
。

　
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
と
も
に
よ
り
良
い
与
謝
野
町

を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
　
　
　
　
　
与
謝
野
町
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
添
藤
真 

齢
者
・
障
害
者
福
祉
政
策
を
継
承
し
、

介
護
ヘ
ル
パ
ー
、
訪
問
看
護
士
等
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。ま
た
、

人
材
育
成
に
つ
い
て
も
支
援
し
ま
す
。

新
た
な
視
点
で
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を
実
現
し
ま
す

共
働
き
・
多
子
家
族
を
応
援
し
ま
す
。

育
児
休
暇
を
推
奨
す
る
企
業
へ
の
支

援
、
保
育
料
の
引
き
下
げ
や
お
母
さ
ん

の
再
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

未
来
を
見
据
え
た

教
育
施
策
を
実
現
し
ま
す

子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
の
は
「
多
様
な

価
値
観
が
ま
じ
り
あ
う
未
来
」
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
未
来
を

よ
り
幸
せ
に
、
豊
か
に
生
き
抜
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
教

育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
画
で
き
る

町
政
を
め
ざ
し
ま
す

徹
底
し
た
情
報
の
透
明
化
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

「
ど
こ
で
も
町
長
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

pro f i l e

●巻頭特集　新町長あいさつ

力強く就任のあいさ

つをする山添町長



５/２５

45　広報よさの  MAY 2014

　
２
０
０
円
バ
ス
を
運
行
す
る
丹
後
海

陸
交
通
㈱
と
、
平
成
18
年
か
ら
先
行
し

て
２
０
０
円
バ
ス
の
取
り
組
み
を
始
め

た
京
丹
後
市
に
対
し
て
、
国
際
交
通
安

全
学
会
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
公
益
財
団
法
人
の
国
際

交
通
安
全
学
会
が
、
理
想
的
な
交
通
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
た
企
業
や
団
体
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。
国
際
交
通
安
全

学
会
は
、「
通
学
費
を
気
に
せ
ず
学
校

を
選
べ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
交
通
対

策
の
枠
を
超
え
、
教
育
や
福
祉
、
観
光

等
に
も
効
果
を
与
え
た
」
と
、
取
り
組

み
を
評
価
し
ま
し
た
。

　
４
月
11
日
に
は
東
京
都
内
で
贈
呈
式

が
開
催
さ
れ
、
丹
後
海
陸
交
通
㈱
小お

倉ぐ
ら

信の
ぶ

彦ひ
こ

社
長
、
京
丹
後
市
中な
か

山や
ま

泰や
す
し

市
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

２
０
０
円
バ
ス
が

国
際
交
通
安
全
学
会
賞
受
賞
！

２
０
０
円
バ
ス
は
お
得
な
回
数
券
で
！

　
回
数
券
を
使
う
と
さ
ら
に
お
得
な
運

賃
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

切
り
離
し
て
団
体
で
の
使
用
も
可
能
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
普
通
回
数
券

　
11
回
分･･･

２
０
０
０
円

　
（
１
回
あ
た
り
約
１
８
２
円
）

●
昼
間
回
数
券

　
13
回
分･･･

２
０
０
０
円

　
（
１
回
あ
た
り
約
１
５
４
円
）

※
使
用
は
、
10
時
か
ら
16
時
の
乗
降

　
に
限
り
ま
す
。

●
通
学
回
数
券

　
13
回
分･･･

２
０
０
０
円

　
（
１
回
あ
た
り
約
１
５
４
円
）

Ｋ
Ｔ
Ｒ
新
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
車
両

「
く
ろ
ま
つ
」
が
運
行
開
始
！

　
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
で

は
、現
在
運
行
中
の
「
あ
か
ま
つ
」「
あ

お
ま
つ
」
に
続
き
、
新
た
に
「
丹
後
く

ろ
ま
つ
号
」
の
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

　
く
ろ
ま
つ
は
、
漆
黒
の
車
体
と
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
内
装
が
特
徴
。「『
海

の
京
都
』
の
走
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
車
内
に
備
え

た
キ
ッ
チ
ン
か
ら
、
沿
線
の
食
の
魅
力

を
お
届
け
し
ま
す
。
週
末
中
心
の
定
期

コ
ー
ス
で
は
「
ス
イ
ー
ツ
」「
ラ
ン
チ
」

「
地
酒
」
の
３
コ
ー
ス
が
あ
り
、
平
日

は
団
体
貸
切
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
鉄
道
の
新
た
な
楽
し
み
方
を
提
案
す

る
「
丹
後
く
ろ
ま
つ
号
」
は
、
５
月
25

日
に
運
行
開
始
で
す
！

丹後くろまつ 1 号
( スイーツコース )

福知山 → 天橋立
（10:22 発）  （11:44 着）

4,000 円
( 小人 3,600 円 )

丹後くろまつ３号
( ランチコース )

天橋立 → 豊　岡
（12:25 発）  （14:54 着）

10,000 円
( 小人 9,400 円 )

丹後くろまつ２号
( 地酒コース )

豊　岡 → 西舞鶴 
（17:14 発）  （19:07 着）

5,000 円
( 講座付 8,500 円 )

【定期コース（金・土・日曜および祝日）のルートおよび料金】

※各コース予約制です。（定員 30 名）
※料金は、運賃、特別車両料金、メニューのお食事・お飲み物、サー
　ビス料を含むパッケージ料金です。
※地酒コースは、小人料金の設定はありません。
※途中乗下車はできません。但し、地酒コースのみ天橋立駅で下車  
　可能です。 
●予約受付は５月１日（木）午前 10 時から開始します。
●その他詳しくは、北近畿タンゴ鉄道（☎ 25-2323）までお問い　
　合わせください。

◎公共交通 TOPICS

新規採用
職員紹介

与謝野町では、平成 26 年度に 7 人の
職員を新規採用しました。
7 人の決意と抱負を紹介します！

●岩滝保育所

　       小
こ

中
なか

 麻
ま

由
ゆ

　保育士として、子どもた
ち一人ひとりをていねいに
受け止め、同じ目線でさま
ざまな感動を共有していき
たいと考えています。
　保護者の方々の思いにも
寄り添いながら、子どもた
ちの成長を見守っていきた
いです。
　よろしくお願いいたしま
す。

●三河内幼稚園

　       三
み

輪
わ

 香
かお

里
り

　幼児の保育 （４歳児クラ
スの担任） をしています。
　“笑顔を忘れず、明るく
元気に！” をモットーに子
どもたちと楽しく、笑顔の
絶えない生活を送りたいと
思います。子どもたちの声
に耳を傾け、一緒に喜び、
悲しい時にはその気持ちを
受け止めていきたいです。
　よろしくお願いします。 

●福祉課

　       三
みつ

野
の

 真
ま

穂
ほ

　福祉課の介護高齢係で介
護保険の認定に関わる業務
を担当することになりまし
た。
　まだまだわからないこと
だらけですが、住民の方々、
先輩方から多くのことを学
んで、与謝野町に貢献でき
るよう頑張ります。
　よろしくお願いいたしま
す。

●加悦地域振興課

　       中
なか

村
むら

 達
たつ

郎
ろう

　まだたくさんの事を教え
て頂いている最中ですが、
早く仕事を覚えて、与謝野
町の住民の方に少しでも貢
献できるようにしたいと
思っています。
　また、より良い消防団活
動ができるように連携を取
りながらその中からもたく
さんの事を学んでいきたい
と思っています。

●保健課

　        橋
はし

本
もと

 遥
はるか

　保健課で母子健康手帳の
交付、２歳児歯科教室など
に携わっています。
　与謝野町のことはよく
知っているつもりでいまし
たが、知らないことが多く、
驚きの毎日です。
　１日でもはやく、みなさ
まのお役に立てたらな、と
思っています。
   よろしくお願いします。

●国民健康保険診療所

　       　南
みなみ

 康
やす

海
み

　4 月から与謝野町立国保
診療所で勤務しておりま
す。現在患者の皆さんから
暖かい歓迎の言葉をいただ
きながら勤務させていただ
いております。期待に少し
でも応えられるように、皆
さんの元気の背中押しと安
心して生活できる町づくり
のお手伝いを頑張っていき
たいと思います。

●総務課

　       本
ほん

田
だ

 智
とも

宏
ひろ

　総務課に配属され、消防
安全係でお世話になってお
ります。消防団の事務処理
を主な業務としておりま
す。まずは一日でも早く役
場の業務に慣れて、地域住
民の方々に少しでも貢献で
きるよう、精進していこう
と思っております。
　これからよろしくお願い
いたします。

「
丹
後
く
ろ
ま
つ
号
」
の
車
内

※
写
真 

Ｋ
Ｔ
Ｒ
提
供

ＫＴＲ新リニューアル車両「丹後くろまつ号」※写真 ＫＴＲ提供

運行開始以来、大好評となっている 200 円バス



第４回与謝野町消防団消防操法大会

平成 26 年度全国統一防火標語 「もういいかい 火を消すまでは まあだだよ」

がんばってます！消防団 編集 ● 本部方面隊
健やか広場　　睡眠の話

白
菊
句
会

【
開
催
日
】

毎
月
1
回（
月
ご
と
に
調
整
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

【
場   

所
】

町
立
三
河
内
郷
土
資
料
室

【
代   

表
】

江
原
昭
水

【
連
絡
先
】

江
原
昭
水　

☎
４
２・
２
４
６
６

棚
田
よ
り

　
　
海
へ
と
続
く

　
　
　
　
　
青
田
道
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
孫広告

つ
く
し
の
会

夏
草
の
茂
り
て

　
　
隣
家
遠
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
順
子

　
　【開

催
日
】

毎
月
第
２
木
曜
日

午
後
７
時
～
10
時

【
場　
所
】

加
悦
地
域
公
民
館

【
講　
師
】

天
野
逸
風
子

【
連
絡
先
】

藤
田
千
佐
子

☎
４
２・６
６
０
１

広告

光
を
浴
び
る
と
脳
内
に
あ
る
体
内
時
計
が
調

整
さ
れ
、
1
日
の
開
始
を
認
識
し
、
約
15
時

間
後
に
睡
眠
を
促
す
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
メ
ラ

ト
ニ
ン
が
分
泌
さ
れ
自
然
と
眠
く
な
り
ま
す
。

●
人
は
何
時
間
寝
る
と
ベ
ス
ト
？

　
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
個
人

差
が
大
き
く
、
ま
た
年
齢
に
よ
っ
て
も
異

な
り
ま
す
。「
朝
起
き
た
時
に
疲
れ
が
な
く
、

昼
間
に
普
通
に
活
動
で
き
て
い
れ
ば
、
睡
眠

は
足
り
て
い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
よ
り
よ
い
睡
眠
を
と
る
た
め
の
工
夫

①
同
じ
時
刻
に
毎
日
起
床
す
る
習
慣
を
！

・
早
寝
早
起
き
で
は
な
く
、
早
起
き
が
早
寝

に
通
じ
ま
す
。

②
光
の
利
用
で
よ
い
睡
眠

・
朝
の
光
を
浴
び
て
、
体
内
時
計
を
ス
イ
ッ

チ
オ
ン
。
遮
光
カ
ー
テ
ン
使
用
の
場
合
は
、

10
㎝
ほ
ど
開
け
て
、
朝
日
が
入
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
朝
に
強
い
光
を
浴
び
な
い
と
寝

つ
き
が
１
時
間
遅
く
な
り
ま
す
。

・
過
度
に
明
る
い
夜
間
照
明
は
メ
ラ
ト
ニ
ン

の
分
泌
が
抑
制
さ
れ
、
自
然
な
入
眠
時
刻
が

遅
れ
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
電
話
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

③
規
則
正
し
い
３
度
の
食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う

・
食
事
を
す
る
と
、
胃
腸
の
働
き
が
活
発
に

な
り
ま
す
。
朝
食
は
心
と
体
の
目
覚
め
に
重

要
で
す
。
夕
食
は
就
寝
３
時
間
前
に
取
る
の

が
理
想
的
で
す
。

　
人
生
の
３
分
の
１
を
占
め
る
睡
眠
は
、
健
康

な
生
活
を
送
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　
睡
眠
不
足
は
、
仕
事
や
学
習
の
能
率
を
低
下

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
災
害
や
交
通
事
故

の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
血
圧
や

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
う
つ
病
な
ど
心
の
病
気
を
引

き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
よ
り
よ
い
眠

り
を
得
る
た
め
に
、
睡
眠
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

～
睡
眠
の
役
割
～

　
睡
眠
は
、
体
の
疲
れ
を
と
る
た
め
に
必
要
で

す
が
、
脳
が
休
息
す
る
た
め
の
大
切
な
時
間
で

す
。
記
憶
を
整
理
し
た
り
、
免
疫
力
を
高
め
る

役
割
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
睡
眠
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
ホ
ル
モ
ン
が

分
泌
さ
れ
、
身
体
を
修
復
し
、
新
陳
代
謝
を
促

し
て
、
日
中
の
活
動
で
疲
れ
た
体
を
効
率
よ
く

修
復
し
ま
す
。
心
身
と
も
に
健
康
を
保
つ
た
め

に
睡
眠
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

～
睡
眠
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
～

　
人
の
睡
眠
は
、
２
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
り

も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
長
時
間
起
き

て
い
る
こ
と
に
よ
り
眠
く
な
る
し
く
み
で
「
恒

常
性
維
持
機
構
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
目
覚
め
て

い
る
間
に
体
内
の
睡
眠
物
質
が
た
ま
り
、
脳
の

活
動
が
低
下
し
て
眠
く
な
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
、
夜
に
な
る
と
眠
く
な
る
し
く
み
で
、『
体

内
時
計
機
構
』
と
呼
ば
れ
ま
す
。
朝
、
太
陽
の

④
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う

・
昼
間
の
運
動
が
夜
間
の
睡
眠
を
安
定
さ
せ
、

睡
眠
の
質
を
改
善
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
軽
く
汗
ば
む
程

度
の
運
動
が
効
果
的
で
す
。

⑤
昼
寝
は
15
時
ま
で
で
、
時
間
は
30
分
以

内
に
し
ま
し
ょ
う

・
日
中
の
眠
気
や
脳
の
疲
労
を
解
消
す
る
だ

け
で
な
く
、
認
知
症
予
防
の
効
果
も
あ
り
ま

す
。

⑥
刺
激
物
を
避
け
、
寝
る
前
は
自
分
な
り

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
で
ゆ
っ
く
り
し
ま
し
ょ
う

・
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
、
緑
茶
な
ど
に
多
く
含

ま
れ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
は
、
覚
醒
作
用
が
あ
る

た
め
、
夕
方
以
降
は
控
え
め
に
し
に
し
ま

し
ょ
う
。
就
寝
１
～
２
時
間
前
か
ら
脳
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
軽
い

読
書
、
音
楽
、
37
～
39
度
く
ら
い
の
ぬ
る
目

の
入
浴
を
し
て
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

を
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
寝
酒
は
か
え
っ
て
不
眠
の
も
と

・
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
睡
眠
前
半
は
入
眠
を
促

進
し
ま
す
が
、
後
半
は
睡
眠
を
妨
害
し
、
中

途
覚
醒
を
増
や
し
ま
す
。

⑧
眠
た
く
な
っ
た
ら
床
に
つ
く
、
就
寝
時
刻

に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

⑨
睡
眠
中
の
激
し
い
い
び
き
、
呼
吸
停
止

や
足
の
ぴ
く
つ
き
、
む
ず
む
ず
感
は
要
注
意

・
背
後
に
睡
眠
の
病
気
が
隠
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
専
門
医
に
相
談
が
必
要
で
す
。

　
よ
り
よ
い
睡
眠
が
取
れ
る
よ
う
に
、
今
一

度
、
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■平成 26年度辞令交付式を開催
  平成 26 年度与謝野町消防団辞令交付式が４月 13
日、岩滝グラウンドで開催され、新幹部や新入団員ら
126 人の団員が参加しました。
　式では、副団長をはじめ 170 人の団員に澤田団長
から辞令が手渡されました。
  その後、新入団員を代表して、小

お
谷
だに

哲
てつ

也
や

団員が「不
公平並びに偏見をさけ、何人も恐れず良心に従って忠
実に消防の義務を遂行することを厳粛に誓います」と
宣誓し、消防団員としての新たなスタートをきりまし
た。

■加悦第１分団
　堀

ほり
井
い

　健
けん

司
じ

　増
ます

田
だ

　優
ゆう

樹
き

　大
おお

江
え

　勇
はや

人
と

■加悦第２分団
　稲

いな
冨
とみ

　佑
ゆう

司
じ

　小
お

谷
だに

　哲
てつ

也
や

■加悦第３分団
　市

いち
川
かわ

　裕
ゆう

哉
や

　藤
ふじ

田
た

　慎
しん

也
や

　細
ほそ

見
み

　将
しょう

吾
ご

■岩滝第２分団
　池

いけ
田
だ

　貴
たか

広
ひろ

■岩滝第３分団
　宇

う
治
じ

川
がわ

耕
こう

平
へい

　小
お

谷
だに

　憲
けん

司
じ

■岩滝第４分団
　市

いち
井
い

　真
まさ

也
や

■野田川第１分団
　折

おり
戸
と

　雅
まさ

俊
とし

　山
やま

田
だ

　佑
ゆう

哉
や

　牛
うし

田
だ

　秀
しゅう

弥
や

■野田川第２分団
　坂

さか
根
ね

　純
じゅん

　山
やま

𥔎
ざき

　佳
けい

祐
すけ

■野田川第３分団
　桐

きり
本
もと

　啄
たく

真
ま

　杉
すぎ

本
もと

　利
とし

嗣
つぐ

　藤
ふじ

原
わら

　佑
ゆう

輔
すけ

　蘓
そ

理
り

　勝
かつ

春
はる

　大
おお

江
え

　寿
かず

輝
き

■野田川第４分団
　川

かわ
村
むら

　雄
ゆう

二
じ

　三
み

宅
やけ

由
ゆ

希
き

也
や

■野田川第 5 分団
　太

おお
田
た

　桂
けい

史
し

　

新入団員紹介（敬称略）

お知らせ第５回与謝野町消防団
消防操法大会を開催します
■日　時
　６月 22 日（日）午前８時～（予定）
■場　所
　野田川グラウンド 　
　※荒天の場合６月 29 日（日）

広告

Photo

上／岩滝第３・４分団

左／加悦第２分団

　　デジアナ変換終了のお知らせ
　ブラウン管テレビ等のアナログ放送受信機でデジアナ
変換放送を視聴されているご利用者は、地上デジタル放
送視聴環境へお早めにご対応をお願いします。 

■デジアナ変換放送終了予定日
　平成２7 年３月末で終了

【問い合わせ】加悦地域振興課 CATV 係　☎ 43-2378

　　　 京都府野田川ユースセンター
　ユースセンターはフォレストパーク内の緑豊かな小高い丘
の上に建つ、ペンション風のモダンな施設です。宿泊・研修
の場、そして併設の音楽ホールではコンサートやパーティー
会場として多くの皆さまにご利用いただいています。
　施設利用はすべて予約での対応となります。

【問い合わせ】　京都府野田川ユースセンター　☎ 42-2000

６７　広報よさの  MAY 2014

上／新入団員を代表して辞令を受け取る小谷

団員　

右／澤田団長によるあいさつ。

広告



人気の本を紹介！ 　図書館では昨年４月１日から今年３月 31 日までに、延べ 142，206 冊の本が
貸し出されました。この期間に、数多く貸し出された本の Best ５を紹介します。

A L T リレーコラム  ［ 第 36 回  天国のような場所   by ジェサイア］	 COLUMN　 図書館へ行こう！		  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

一般書 ●『里山資本主義』藻谷浩介／角川書店　●『母という病』岡田尊司／ポプラ社　●『最新図解ＰＭ２．５と大
気汚染がわかる本』饒村曜／オーム社　●『きものに強くなる事典』世界文化社　●『ディズニーおもてなしの神様
が教えてくれたこと』鎌田洋／ＳＢクリエイティブ　●『スペードの３』朝井リョウ／講談社　●『上野池之端鱗や

繁盛記』西條奈加／新潮社　●『豆の上で眠る』　湊かなえ／新潮社　●『96 歳いまがいちばん幸せ』吉沢久子／大和
　 　　書房　●『世界を変えた 10 冊の本』池上彰／文藝春秋　●『歌がつむぐ日本の地図』帝国書院
　　　　●『ターシャの農場の 12 ヵ月』ターシャテューダー／ＫＡＤＯＫＡＷＡ　●『リサとガスパールのしんがっき』アン・グッ
トマン／ブロンズ新社　●『キラキラ』　やなせたかし／フレーベル館　●『ぽかぽか』新井洋行／講談社　●『なぞなぞフッフッフー』
武田美穂／ほるぷ出版　●『はなかっぱとひのかっぱ』あきやまただし／ＫＡＤＯＫＡＷＡ　●『ノンキーとホンキーのカレーやさん』
村上しいこ／佼成出版社　●『こどもたちへ』まどみちお／講談社　●『路上のストライカー』マイケルウィリアムズ／岩波書店

今月の
新着図書

図書館おはなし会　　
＜本　館＞　よさのおはなしランド
　　　　　　ボランティア合同おはなし会　
　　　　　　６月 ７日（土）午後２時～　
＜加　悦＞　６月 14 日（土）午前 10 時 30 分～

●図書館の便利な使い方 Part ２
　人気のある本は借りようと思っても貸出中の場合があり
ます。そんな時には、「予約」により順番で確実に借りら
れます。窓口はもちろん、事前登録をすればインターネッ
トでもできます。ぜひご利用ください。

児童書

　今月は、私のお気に入りの場所であ
るこのキャビンでの思い出を皆さんに
紹介したいと思います。
 キャビンの裏手には川につながる短

い階段があり、この川で魚釣りや水切
りを学びました。祖父と一緒に胴まで
あるゴム長靴を履いて川に入り、フラ
イ・フィッシングを体験したときに味
わった魚と戦う感じや祖父の満足そう
な笑顔は今でも頭の中に鮮明に思い出

後ろにある山道で父は私が初めて車を運転するのを許して
くれました。毎年ここで私の誕生日を祝うために、家族で
週末に旅行しました。何度も山登りしたり、釣りをしたり、
いかだに乗ったり、コーラ缶をエアガンで撃ったり、ヘビ
を捕まえたりしました。年を取るにつれて、自分がこのよ
うな素敵な場所を持っていることのありがたさが分かるよ
うになりました。
　あなたにとっての天国のような場所はどこですか？

い つも私は自然を見ると美しいと思うとともに心の
平穏を感じます。私の大好きなことの１つは美し

い場所を旅することであり、ハワイのナパリコースト、ア
イルランドの緑溢れる田舎町、万里の長城の孤立した城壁、
日本の素敵なお寺、これらの場所を訪れたときに感じた心
の平穏が忘れられません。
　しかし、これらの世界の美しい場所と同じくらい、コロ
ラド州の山中にある私の祖父母のキャビン（木で作られた
山小屋）は、私にとって思い出深い、天国のような場所です。

キャビンの横にある川には多くの思い出があります

すことができます。キャビンのある山は、夏の夜は涼しく
川の流れる音が聞こえ、心地よく眠ることができます。私
の家族はキャビンの近くにある２本の木の間にハンモック
を掛け、ゆらゆら揺られながら本を読んで時間を過ごして
いました。
 キャビンは平穏な場所ですが、冒険をした思い出もたく

さんあります。私が大学生のころはよく１人でキャビンを
訪れたもので、こんな体験談があります。

 ある日、私はキャビンの後方にある山の山頂まで登ろ
うと計画し、朝早く出発しました。山頂はキャビンより
1000 メートルほど高いところにあり、道は険しく、舗装
されていませんでしたが、無事に頂上に到着し、美しい谷
の景色を眺めながら昼食を楽しみました。
 しかし、コロラド州では良くあることですが、午後にな

ると急に雷雨になりました。雨の中での下山は大変危険で
あり、私は神様へ祈りながらゆっくりと下りはじめました。
この時、祈りが通じたのか、１羽のハチドリが私の横に近

付きました。驚くべきことに、頂上か
らずっとハチドリは私の傍らに付いて
きたのです！キャビンに着いたとたん
に私を案内してくれたハチドリは飛ん
で行ってしまいました。ひどい雨の中、
この連れには本当に感謝しました。
 このほかにも、このキャビンには多

くの素敵な思い出があります。私と２
人の兄弟で山を探検して廃鉱や廃村を
発見したこともあります。キャビンの

公民館訪問 ［ 第 25 回　公民館講座の開催］	 幾地地区公民館

幾
地
地
区
公
民
館
で
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
に
、

ふ
れ
あ
い
・
研
修
・
楽
し
み
・

健
康
づ
く
り
・
交
流
の
場
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
公
民
館
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

―
楽
し
か
っ
た
料
理
教
室
―

  

10
月
20
日
に
幾
地
地
区
公
民

館
で
与
謝
野
町
食
生
活
改
善
推

進
員
連
絡
協
議
会
の
方
に
来
て

頂
い
て
料
理
教
室
「
丹
後
ば
ら

寿
司
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

  

先
生
の
説

明
を
受
け
な

が
ら
、
ば
ら

寿
司
・
吸
い

物
を
わ
い
わ

い
が
や
が
や

健康教室に参加

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
手
際

よ
く
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
で
き
上
が
っ
た
「
丹
後
ば

ら
寿
司
」
を
、
皆
で
楽
し
く
試

食
し
ま
し
た
。

―
充
実
し
た
陶
芸
教
室
―

 

6
月
2
日
に
公
民
館
講
座

（
陶
芸
教
室
）
が
大
宮
ふ
れ
あ

い
工
房
で
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
区
民
の
方
に
多
数
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
陶
芸
教

室
の
講
師
の
先
生
の
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
粘
土
を
こ
ね
な
が

ら
ど
ん
な
作
品
を
作
る
か
を
考

陶芸教室の様子

● 1 位　63 回　
『夢幻花』　
　　　　東野圭吾／ＰＨＰ研究所

● 2 位　54 回　　
『色彩を持たない田崎つくると、 

 彼の巡礼の年』	
　　　　　　村上春樹／文芸春秋

● 3 位　49 回　　
『望郷』	
　　　　　　湊かなえ／文芸春秋

● 4 位　47 回　
『祈りの幕が下りるとき』
　　　　　　　東野圭吾／講談社

● 4 位　47 回　
　『母性』
	 　湊かなえ／新潮社

● 1 位　47 回　

『かいけつゾロリたべるぜ！大ぐいせんしゅけん』
　　　　　原ゆたか／ポプラ社

● 2 位　46 回　
『かいけつゾロリのはちゃめちゃテレビ局』

　　　　原ゆたか／ポプラ社

● 3 位　45 回

『かいけつゾロリイシシ・ノシシ大ピンチ！』
　　　　　原ゆたか／ポプラ社

● 4 位　44 回

『かいけつゾロリ
 だ・だ・だ・だいぼうけん！後編』

　　　原ゆたか／ポプラ社

● 4 位　44 回　
『くりぃむパン』　

　　　濱野京子／くもん出版

● 1 位　61 回　
『からすのおかしやさん』
　　　　　かこさとし／偕成社

● 2 位　59 回

　『からすのそばやさん』　
　　　　　　かこさとし／偕成社

● 2 位　59 回　
『からすのやおやさん』　
　　　　　　かこさとし／偕成社	
● 4 位　54 回

『どんぐりむらのぼうしやさん』
　　　なかやみわ／学研教育出版

● 5 位　53 回　

『となりのトトロ』
　　　　　　　　　　　徳間書店

● 1 位　399 回　
月刊　『こどものとも』
　　　　　　　　福音館書店

● 2 位　377 回　
月２回刊『オレンジページ』
　　　　　　　オレンジページ

● 3 位　303 回　
月刊『すてきにハンドメイド』
　　　　　　日本放送出版協会

● 4 位　275 回　
月刊『ＥＳＳＥ』　　
　　　　　　フジテレビジョン

● 5 位　266 回　
月２回刊『クロワッサン』　
　　　　　　　　マガジンハウス

一 般 書 児 童 書 絵 本 雑 誌

え
ま
し
た
。

  

講
師
の
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
り
、
い
ろ
い
ろ
工
夫

し
た
り
し
て
、
参
加
者
全
員
が

世
界
で
一
つ
だ

け
の
作
品
づ
く

り
を
体
験
し
ま

し
た
。作
品
は
、

11
月
の
文
化
祭

に
出
展
し
ま
し
た
。

―
健
康
教
室
―

  

健
康
教
室
を
年
に
5
回
、「
き

れ
い
な
姿
勢
で
健
康
に
」
の

テ
ー
マ
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
腰
痛
・
肩
こ
り
予
防
体
操
、

心
肺
機
能
を
高
め
る
運
動
な
ど

健
康
で
充
実
し
た
日
々
を
送
れ

る
よ
う
に
、
講
師
の
先
生
の
指

導
の
下
、
楽

し
ん
で
身
体

を
動
か
し
て

い
ま
す
。
毎

回
10
数
人
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

―
今
後
広
め
た
い
取
り
組
み
―

 

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ふ
れ

あ
い
・
研
修
・
楽
し
み
・
健
康
づ

く
り
・
交
流
の
場
と
し
て
、
地

域
に
根
ざ
し
た
公
民
館
講
座
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

料理教室を開催しました
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●全国農業新聞農業委員会だよりコンクール

みごと最優秀賞を受賞しました！

　 民 生 児 童 委 員 だ よ り民生委員･児童委員は
身近な相談相手です

与謝野町民生児童委員協議会では、民生児童委員だより
をとおして民生委員・児童委員の活動を紹介します。今
回は会長と副会長から活動の紹介をします。

◎
会
長  

山や
ま
﨑ざ
き 

洋よ
う
介す
け

　
昨
年
12
月
に
民
生
委
員
一
斉
改
選
が

あ
り
、
新
た
に
委
員
に
な
る
方
や
引
き

続
き
委
員
に
な
る
方
が
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
を
さ
れ
、
気
持
ち
も
新
た
に

委
員
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

  

「
広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い

や
り
」
の
も
と
、「
安
心
し
て
住
み
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り

へ
の
貢
献
」「
地
域
社
会
で
の
孤
立
・

孤
独
を
な
く
す
運
動
」「
児
童
虐
待
や

犯
罪
な
ど
か
ら
子
ど
も
を
守
る
取
り
組

み
」
そ
し
て
「
災
害
時
要
援
護
者
支
援

活
動
」
を
柱
に
与
え
ら
れ
た
３
年
間
を

全
う
し
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
化
と
言
わ
れ
て
久
し
い

で
す
。
当
町
の
高
齢
化
率
は
30
％
を
超

え
て
い
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

希
薄
と
な
り
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き

や
関
わ
り
合
い
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
昨
年
府
内
の
各
地
で

起
き
た
災
害
に
多
く
の
人
々
が
駆
け
つ

け
て
被
災
地
を
勇
気
づ
け
ら
れ
た
光
景

を
見
て
、
日
本
人
の
心
の
美
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
心
を
大
切
に

し
て
こ
れ
か
ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

◎
副
会
長  

安や
す
田だ 

勝ま
さ
る

　
与
謝
野
町
も
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

特
に
一
人
暮
し
の
高
齢
者
世
帯
が
増
え

て
い
ま
す
。
民
生
児
童
委
員
の
活
動
の

一
つ
に
高
齢
者
へ
の
見
守
り
支
援
活
動

が
あ
り
ま
す
。

　
数
年
前
、
私
の
担
当
地
区
で
90
歳
を

越
え
ら
れ
た
一
人
暮
ら
し
の
男
性
か
ら

「
注
文
も
し
て
な
い
の
に
高
級
そ
う
な

布
団
が
送
ら
れ
て
き
た
が
、
ど
う
し
た

ら
良
い
か
」
と
夜
遅
く
電
話
が
掛
か
っ

て
き
ま
し
た
。
最
近
よ
く
聞
く
送
り
つ

け
詐
欺
か
も
知
れ
な
い
と
相
談
を
受
け

た
男
性
宅
に
急
行
、
送
り
主
の
名
前
に

覚
え
が
な
い
と
の
事
な
の
で
、
配
達
業

者
に
電
話
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
葬
儀

の
返
し
物
と
し
て
送
ら
れ
て
き
た
布
団

と
判
明
し
ま
し
た
。
相
談
者
の
方
も
、

詐
欺
で
は
な
い
と
納
得
さ
れ
て
一
件
落

着
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
最
近
高
齢
者

を
狙
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や
、
送
り
つ

け
詐
欺
事
件
等
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
不
審
に
思
わ
れ
た
ら
ま
ず

ご
家
族
に
相
談
を
、
ま
た
、
民
生
児
童

委
員
に
も
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
民
生
児
童
委
員
は
地
域
の
皆
さ
ん

と
共
に
、
特
に
高
齢
者
や
児
童
の
見
守

り
を
し
て
い
ま
す
。

◎
副
会
長  

楠く
す

田だ 

育い
く

雄お

　
民
生
児
童
委
員
活
動
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
災
害
に
備
え
た
次
の
よ
う
な
事
業

に
取
り
組
み
、
よ
り
一
層
の
地
域
福
祉

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
要
援
護
者
台
帳
・
福
祉
マ
ッ
プ
を
整

備
し
、
災
害
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

●
町
の
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
制

度
の
実
施
に
伴
い
、
関
係
団
体
と
の
連

携
を
密
に
し
ま
す
。

　
災
害
は
予
測
で
き
な
い
こ
と
が
多

く
、
突
然
襲
っ
て
く
る
。
ま
さ
に
恐
怖

で
す
。
災
害
時
の
安
心
・
安
全
獲
得
の

た
め
の
手
立
て
と
し
て
、
次
の
4
つ
の

「
助
け
」
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

●
行
政
に
よ
る
「
公
助
」

●
個
人
の
自
覚
に
よ
る
「
自
助
」

●
地
域
の
人
々
に
よ
る
「
共
助
」

●
も
っ
と
身
近
で
助
け
合
う
「
近
助
」

　
こ
の
よ
う
に
社
会
が
連
携
し
て
、
災

害
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
行
動
す

る
こ
と
を
心
掛
け
た
い
で
す
。

◎
副
会
長  

矢や

野の 

幸ゆ
き

子こ

　
昨
今
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状
は
、
い

じ
め
や
不
登
校
、
児
童
虐
待
な
ど
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
も
ま
す
ま
す

厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
中
で
少
し
で
も
安
心
・

安
全
の
地
域
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
、

民
生
児
童
委
員
一
同
、
児
童
に
関
す
る

次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
活
動

●
小
中
学
生
の
登
下
校
時
の
あ
い
さ

つ
運
動

●
小
中
学
校
の
先
生
方
と
の
懇
談
会

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
な
が

ら
、
未
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
民

生
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
は
願
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
さ
い
な
事
で
も
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

※
主
任
児
童
委
員
は
主
に
児
童
に
関
す  

    

る
事
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

●雲岩公園つつじ祭

満開のつつじを楽しみました
　４月 13 日、雲岩公園でつつじ祭りが開催さ
れました。
　雲岩公園は「京都百景・京都の自然 200 選」
に選定されている公園で、約 5000 本ものツツ
ジが花を咲かせます。当日公園一帯は、満開の
つつじで鮮やかなピンク色に染まりました。
　訪れた人たちは、満開に咲いたつつじを見な
がら山道を歩き、山頂からの景色を楽しみまし
た。
　また模擬店やステージイベント等もあり、会
場を盛り上げ、来場者をもてなしました。

●第 24 回 滝の千年ツバキまつり

千年ツバキを見ようと多くの人が訪れました
　今年で 24 回目の開催となる滝の千年ツバキまつりが 4 月
13 日、滝の椿公園および千年椿の里「ちんざん」前広場で行
われました。
　イベント会場では、千本づきが行われ、つきたてのお餅が振
舞われました。また、野点、「与謝野舞組　爽龍隊」による大
迫力のよさこいの披露、各種バザー、地元有志「椿

つ ば き の わ
築輪」によ

るゲームが開催されました。
　また、町職員らによる千年ツバキの解説があり、訪れた人た
ちは聞き入っていました。
　平成 28 年 4 月には、「第 26 回全国椿サミット」が与謝野町
での開催が決定しています。（詳しくは 14 ページへ）

　与謝野町農業委員会が発行してい
る「農業委員会だより よさの」が
第 20 回「全国農業新聞農業委員会
だよりコンクール」で最優秀賞を受
賞しました。
　当コンクールは全国農業会議所と
全国農業新聞が主催し、農業委員会
法第６条第２項第５号に定められた

「農業および農民に関する情報提供」

の一環として取り組まれた広報誌
を対象にして、正確かつ重要な情
報をうまく地域住民や農業者に分
かりやすく伝えているかといった
こと等を審査しています。
　第 20 回のコンクールでは 41
都府県より推薦応募のあった広報
誌が審査され、昨年８月に発行し
た第 15 号に審査委員から、表紙

に大きくヒマワリ
の写真を掲載して、
ページをめくると見
開き２ページにわた
るヒマワリ畑の写真
が飛び込んでくる大
胆なレイアウトは

「インパクト大」と
高評価を得ました。

●クアハウス岩滝　入館者 300 万人突破

多くの方に利用されています
　４月 23 日、クアハウス岩滝入館者
300 万人突破を記念してセレモニーが
行われました。
　記念すべき 300 万人目の入館者と
なったのは、宮津から来られた和

わ
久
く

田
だ

己
み

善
よし

さん（写真右から２番目）で、町
長から花束・記念品が手渡されました。
　和久田さんは「10 年ほど前から通
い始め、今では週に４，５回来ている」
と話してくれました。

左／千年ツバキの説明を聞く来場者

上／推定樹齢 1200 年の椿（右）、人と比べ

るとその大きさが分かります。

満開に咲くつつじを楽しむ来場者

入館者 300 万人突破記念セレモニー

西原会長と広報編集委員の皆さん

民
生
児
童
委
員
主
な
活
動
内
容

●
子
育
て
世
帯
の
仲
間
づ
く
り

●
い
じ
め
・
児
童
・
高
齢
者
の
虐

待
防
止

●
介
護
の
相
談

●
地
域
の
安
全
見
守
り

●
福
祉
情
報
の
提
供

●
関
係
機
関
へ
の
連
絡

●
声
か
け
・
安
否
確
認

●
高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問

●
ひ
と
り
暮
ら
し
な
ど
の
世
帯
へ

の
見
守
り
活
動
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与
謝
野
町
で
は
、平
成
20
年
２
月
に
「
男

女(

み
ん
な)

の
和
づ
く
り
プ
ラ
ン　

与
謝

野
町
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
、
啓

発
や
講
座
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
10
年

計
画
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
計
画
期
間
の
中
間
年
に
あ
た
る
平
成
25
年

度
に
は
、
計
画
の
達
成
状
況
や
社
会
情
勢
の

変
化
に
合
わ
せ
て
計
画
を
見
直
し
、
平
成
29

年
度
ま
で
の
目
標
等
を
示
し
た「
後
期
施
策
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
与
謝
野
町
を
め
ざ
し
、

男
女(

み
ん
な)

で
取
り
組
む
「
後
期
施
策
」

を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

　
男
女
の
人
権
が
等
し
く
尊
重
さ
れ
、
男
女

と
も
に
お
互
い
を
理
解
し
、
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
方
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
男
女
共
同
参
画
が

必
要
な
の
？

　
働
く
女
性
や
、
家
事
を
す
る
男
性
が
増
え

て
き
た
も
の
の
、「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は

家
庭
」
と
い
う
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割

分
担
意
識
は
い
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
の

負
担
が
女
性
に
重
く
か
か
る
こ
と
が
多
く
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
困
難
に
な
っ
た
り
、

職
場
や
意
思
決
定
の
場
な
ど
で
は
男
性
の
方

が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
人
は
だ
れ
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
充
実
し
た
人
生
を
送
る
権
利
が
あ
り

ま
す
。

  

男
女
が
政
治
、
職
場
、
地
域
や
家
庭
に
お

い
て
共
に
参
画
し
、
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

問 企画財政課 ☎ 46-3084

すすめよう！男女共同参画
与謝野町の男女共同参画計画

男 女 共 同 参 画

シリーズ 72

退任のあいさつをする太田町長

気
持
ち
は
晴
れ
晴
れ

　
４
月
15
日
、
与
謝
野
町
役
場

本
庁
舎
玄
関
前
で
、
太お

お
田た

貴あ
つ

美み

町
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
、
退

任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ
イ

ト
グ
レ
ー
を
し
た
丹
後
ち
り
め

ん
の
着
物
に
、町
花
で
あ
る「
ヒ

マ
ワ
リ
」
模
様
の
帯
を
締
め
退

任
式
に
臨
ん
だ
太
田
町
長
。

　
住
民
や
、
職
員
ら
合
わ
せ
て

約
１
５
０
人
が
見
送
り
ま
し
た
。

　
太
田
町
長
は
、
平
成
18
年
に

与
謝
野
町
が
誕
生
し
て
か
ら
初

代
町
長
と
し
て
、
２
期
８
年
務

め
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
野
田
川

町
時
代
に
は
28
歳
と
い
う
若
さ

で
同
町
議
会
議
員
と
し
て
当
選

し
４
期
務
め
、
そ
の
後
、
府
内

初
と
な
る
女
性
町
長
と
し
て
３

期
12
年
町
長
を
務
め
ま
し
た
。

与
謝
野
町
、
旧
野
田
川
町
時
代

を
あ
わ
せ
る
と
５
期
20
年
と
い

う
長
き
に
わ
た
り
、
町
政
の
舵

取
り
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
任
式
で
堀ほ

り

口ぐ
ち

副
町
長
は
、

「
学
校
の
耐
震
化
、
阿
蘇
シ
ー

サ
イ
ド
パ
ー
ク
の
整
備
、
公
民

館
の
建
て
替
え
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
ひ
ま
わ
り
の
運
行
」

な
ど
を
挙
げ
、「
地
方
自
治
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
福
祉
施
策
に
関
し
て

は
、
京
都
府
北
部
で
は
先
進
的

で
あ
る
と
も
話
し
、最
後
に「
太

田
町
長
の
実
績
を
も
と
に
今
後

も
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て

進
ん
で
い
く
」
と
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
を
代
表
し
て
今い

ま

田だ

博ひ
ろ

文み

副
議
長
、
さ
ら
に
職
員

代
表
の
植う

え
田だ

弘ひ
ろ
志し

税
務
課
長
か

ら
送
る
言
葉
が
送
ら
れ
た
後
、

職
員
か
ら
記
念
品
と
花
束
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
太
田
町
長
か
ら
は
、

「
住
民
の
皆
さ
ん
、
職
員
の
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
こ
こ
ま
で
来

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
前

置
き
し
、
約
40
年
公
人
と
し
て

過
ご
し
て
き
た
こ
と
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
苦
し
か
っ
た

こ
と・一
番
大
き
な
決
断
を「
１

市
４
町
の
合
併
を
離
脱
し
た
こ

と
」
と
話
し
、「
新
し
い
ま
ち

を
作
る
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ま

ち
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

大
切
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
住
民
一
人
ひ
と

り
の
力
が
ま
ち
を
か
え
て
い
く
。

町
長
一
人
の
力
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
。
３
町
の
一
体
感
の

醸
成
を
目
指
し
て
、
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
い
い
方
向
へ
進

ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
退
任
の
あ
い
さ
つ
後
は
、
訪

れ
た
人
た
ち
で
道
を
作
り
、
皆

さ
ん
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を

受
け
、
握
手
に
応
じ
な
が
ら
最

後
は
、
あ
い
さ
つ
に
も
あ
っ
た

よ
う
に
「
晴
れ
晴
れ
」
と
し
た

笑
顔
で
庁
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

全
国
女
性
町
長
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
与
謝

野
町
の
魅
力
発
信
、
女
性
な
ら
で
は
の

視
点
を
活
か
し
た
政
策
提
言
を
お
こ
な

い
ま
し
た

問 総務課 ☎ 46-3003

長年ありがとうございました
太田町長退任式

問 総務課 ☎ 46-3003

よろしくお願いします
区長紹介

26

24

平
成 
年
度
の

与
謝
野
町
内　

区
の

区
長
を
紹
介
し
ま
す

●
加
悦
地
域

　
算
所
区
長　
　
細ほ
そ

井い　
正ま
さ

樹き

　
加
悦
奥
区
長　
細ほ
そ

井い　
利と
し

彦ひ
こ

　
加
悦
区
長　
　
東と
う

垣が
き　

茂し
げ

男お

　
後
野
区
長　
　
大お
お
江え　
俊と
し
夫お

　
与
謝
区
長　
　
勢せ

籏は
た　
毅
さ
と
し

　
滝
区
長　
　
　
安や
す
田だ　
武た
け
明あ
き

　
金
屋
区
長　
　
澁し
ぶ

谷た
に　
眞
し
ん
り
ょ
う了

　
温
江
区
長　
　
藤ふ
じ
田た　
憲け
ん
一い
ち

　
明
石
区
長　
　
渋し
ぶ

谷た
に　
周
し
ゅ
う

一い
ち

　
香
河
区
長　
　
福ふ
く
田だ　
衟み
ち
德の
り

●
野
田
川
地
域

　
三
河
内
区
長　
村む
ら

山や
ま　
和か
ず

生お

　
岩
屋
区
長　
　
川か
わ
勝か
つ
原げ
ん
一い
ち
郎ろ
う

　
幾
地
区
長　
　
白し
ら
杉す
ぎ　
直な
お
久ひ
さ

　
四
辻
区
長　
　
吉よ
し
岡お
か　
清き
よ
行ゆ
き

　
上
山
田
区
長　
小お

長ば

谷せ

啓け
い
介す
け

　
下
山
田
区
長　
岩い
わ
間ま　
脩
お
さ
む

　
石
川
区
長　
　
井い

田だ　
義よ
し
之ゆ
き

●
岩
滝
地
域

　
石
田
区
長　
　
山や
ま
添ぞ
え　
憲け
ん
一い
ち

　
弓
木
区
長　
　
宮み
や
﨑ざ
き　
博ひ
ろ
和か
ず

　
立
町
区
長　
　
上う
え
口ぐ
ち　
省
し
ょ
う
二じ

　
浜
町
区
長　
　
宮み
や
﨑ざ
き　
よ
し
秋あ
き

　
藪
後
区
長　
　
田た

中な
か　
良よ
し
典の
り

　
東
町
区
長　
　
柴し
ば

山や
ま　
利り

一い
ち

　
男
山
区
長　
　
上う
え
田だ　
章あ
き
雄お

　
　

女性相談のご案内

　家庭内（夫婦、親子、結婚、離婚、扶養、
子育て、パートナー（夫・恋人）からの
暴力など）の問題、職場内（セクシュア
ル・ハラスメント）の問題、人間関係（近
所・友人）の問題など、女性が抱えるさ
まざまなしんどさや悩みを、女性の相談
員がお聞きし、一緒に考えて問題解決の
お手伝いをします。秘密は厳守しますの
で、安心してご相談ください。
相談は無料です。
■相 談 日　５月 20 日（火）  
                  午後１時～４時
■相談方法　１人 50 分程度、要予約
　　　　　　（定員３名）
■相 談 員　フェミニストカウンセラー
■場 所　知遊館　
■予約・問い合せ先
企画財政課（☎ 46-3084）
当日申し込みもできます

ひとりで悩んでいませんか？
困ったときはご相談ください

  相談は
無料です

問 住民環境課 ☎ 44-2083

私たちにご相談ください！
人権擁護委員

人
権
擁
護
委
員　

　

平
成
26
年
4
月
1
日
付
け
で
、

大お
お

江え

京き
ょ
う

子こ

さ
ん
（
後
野
）
が
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱
（
新
任
）
さ

れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
、
地
域
で

人
権
思
想
を
広
め
、
人
権
侵
害
が

起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
、
人
権

を
擁
護
し
て
い
く
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
は
3
年 大江京子さん（新任）

で
、
現
在
与
謝
野
町
で
は
11
名
の

委
員
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
、
差
別
、
セ
ク
ハ
ラ
、

Ｄ
Ｖ
そ
の
他
人
権
の
こ
と
で
お
悩

み
の
方
は
気
が
ね
な
く
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

に
合
わ
せ
、
特
設
人
権
相
談
所
を

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
時

間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
）。

特
設
人
権
相
談
所

【
日　
　
時
】	

６
月
２
日
（
月
）

【
開
設
場
所
】

●
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー

●
元
気
館

●
与
謝
野
町
役
場
野
田
川
庁
舎



まちのうごき
平成 26 年３月末現在

人　口	23,492 人（－125）

　男　	11,189 人（ －33  ）

　女　	12,303 人（－92）

世帯数	 9,130 戸（－  ９）
※括弧内は前月比

町 政  News & Information

与謝野町役場 
　☎ 46-3001（代表）

岩滝地域振興課
　☎ 46-3002
総務課
　☎ 46-3003
　☎ 46-3004（消防安全係） 
企画財政課 
　☎ 46-3084
　☎ 46-3085（情報システム係）
建設課
　☎ 46-3267
商工観光課
　☎ 46-3269
会計室
　☎ 46-3007
野田川庁舎
　☎ 44-2081（代表）

野田川地域振興課
　☎ 44-2082
住民環境課
　☎ 44-2083 
税務課
　☎ 44-2084 
水道課
　☎ 44-2085 
下水道課
　☎ 44-2086
加悦庁舎 
　☎ 43-1511（代表）

加悦地域振興課
　☎ 43-1512
福祉課
　☎ 43-1513
保健課
　☎ 43-1514
農林課
　☎ 43-2191
議会事務局
　☎ 43-0215
教育委員会 教育総務課
　☎ 43-2192
教育委員会 教育推進課
　☎ 43-2193

町 政  News & Information

地
域
の
救
命
救
急
を
担
う

　
救
急
機
能
向
上
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
昨
年
８
月
か
ら
開
始
し

た
、
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
北
部

医
療
セ
ン
タ
ー
の
、
救
急
室
整
備
・

改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
改
修
に
よ
り
、
面
積
は
以
前
の
２

倍
と
な
り
、
十
分
な
広
さ
を
持
っ
た

応
急
処
置
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
ま
た

個
室
化
し
た
診
察
室
と
観
察
室
、
待

合
室
を
整
備
し
、
患
者
さ
ん
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
十
分
配
慮
さ
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
待
合
室

は
非
常
時
の
際
に
、
応
急
処
置
が
で

き
る
よ
う
医
療
ガ
ス
、
非
常
用
電
源

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

1415　広報よさの  MAY 2014

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、３月16日から４月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

  　　京都府迷惑行為防止条例で
      　 盗撮行為の規制が強化

  京都府迷惑防止条例の一部改正により、盗撮
行為の規制が強化されました。
  規制強化内容は、「公衆の目に触れるような
場所」における下着等を盗撮する行為の規制を
追加。「通常着衣をつけていない公衆浴場等」
における裸等の盗撮行為の禁止。「盗撮行為の
罰則強化」の３点です。
  詳しい内容は、京都府警察本部ホームページ
をご確認ください。

問 住民環境課 ☎ 44-2083

環境保全に取り組みましょう
使用済み「天ぷら油」は回収ボックスへ

浴
槽
10
杯
分
以
上
の
水
で
薄

め
な
け
れ
ば
、
魚
が
住
め
る

水
質
に
戻
ら
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
「
回
収
ボ
ッ
ク
ス
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
循
環
型
社
会
の
推
進
に
向

け
て
、
町
内
で
天
ぷ
ら
油
の

回
収
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

丹
後
の
自
然
を
守
る
会
の
取

り
組
み
に
賛
同
し
、
役
場
の

各
庁
舎
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
回
収
さ

れ
た
油
は
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
（
軽
油
の
代
替
燃

料
）
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
化
実
験
の
一

環
と
し
て
、
野
田
川
庁
舎
の

玄
関
右
に
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
利
用
し
て
天
ぷ
ら
油
を

回
収
す
る
ボ
ッ
ク
ス
を
新
た

に
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
大
さ
じ
１
杯
の
天
ぷ
ら
油

を
下
水
に
流
す
と
す
る
と
、

問 商工観光課 ☎ 46-3269

第26回全国椿サミット開催地として与謝野町が決定
全国椿サミット

　
平
成
26
年
３
月
15
日
か
ら

16
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
24

回
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
松
山
大

会
で
、
全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、
第
26
回

全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地

（
平
成
28
年
４
月
開
催
）
と

し
て
、「
与
謝
野
町
」
と
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
椿
サ
ミ
ッ
ト
と
は
、

ツ
バ
キ
・
サ
ザ
ン
カ
を
市
町

村
の
花
木
に
指
定
し
て
い
る

市
町
村
や
愛
好
家
等
が
一
堂

に
集
い
、
ツ
バ
キ
・
サ
ザ
ン

カ
の
知
識
を
深
め
、
相
互
の

情
報
交
換
と
交
流
を
図
る
こ

と
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

大
会
で
す
。

　
与
謝
野
町
に
は
、
滝
地
区

に
推
定
樹
齢
１
２
０
０
年
と

も
い
わ
れ
る
、
京
都
府
指
定

文
化
財
「
滝
の
ツ
バ
キ
」
が

あ
り
、「
椿
」
を
町
の
木
に

選
定
し
て
い
ま
す
。

　
与
謝
野
町
で
は
、
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
全
国

か
ら
来
町
さ
れ
る
多
く
の
愛

好
家
等
の
皆
さ
ま
を
、
こ
の

町
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し

で
お
迎
え
す
べ
く
、
開
催
内

容
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

滞納税相談窓口
※納期を超えた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
６/２（月）まで

固 定 資 産 税　第１期
軽 自 動 車 税　全　期

問 農林課 ☎ 43-2191

アオサ等の海藻、カキ殻の利用について考える
阿蘇海環境調査勉強会

　
平
成
26
年
３
月
13
日
に
、
阿

蘇
海
で
繁
茂
し
、
悪
臭
の
原
因
と

な
る
ア
オ
サ
等
の
海
藻
や
カ
キ
殻

に
つ
い
て
、
肥
料
へ
の
利
用
の
可

能
性
を
検
討
す
る
た
め
、
与
謝
野

町
農
業
技
術
者
会
で
勉
強
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

出
さ
れ
た
意
見
で
は
、
海
藻
、

カ
キ
殻
等
の
成
分
分
析
結
果
か
ら
、

発
酵
促
進
や
生
産
燃
料
コ
ス
ト
削

減
に
効
果
が
あ
る
等
の
肯
定
的
な

意
見
が
あ
っ
た
反
面
、
海
藻
の
乾

燥
や
、
カ
キ
殻
の
粉
砕
に
コ
ス
ト

が
か
か
る
等
、
問
題
点
の
指
摘
も

あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
試
作
肥

料
を
製
作
し
て
栽
培
試
験
を
行
う

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

勉強会を開催しました

問 保健課 ☎ 43-1514

改修工事が完了
北部医療センター

問 企画財政課 ☎ 46-3084

海の祭典、7月19日から開催
海フェスタ京都

　
「
海
フ
ェ
ス

タ
京
都
」
は
海

の
恵
み
に
感
謝

し
、
広
く
海
に

親
し
む
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年

全
国
の
主
な
港

湾
都
市
で
開

催
さ
れ
て
い

る
、
日
本
最
大

級
の
「
海
の
祭

典
」
で
す
。
毎

年
、
１
０
０
万

人
の
来
場
者
で

海
フ
ェ
ス
タ
関

連
イ
ベ
ン
ト
と

位
置
付
け
、
７

市
町
、
町
商
工

会
・
観
光
協
会

と
と
も
に
、
全

国
か
ら
来
ら
れ

る
お
客
様
に
与

謝
野
町
の
魅
力

を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
い
ろ

ん
な
イ
ベ
ン
ト

や
催
し
が
目
白

期
間
中
賑
わ
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
舞
鶴
市
を
メ
イ

ン
会
場
に
、
京
都
府
北
部
７

市
町
の
魅
力
（
歴
史
、
文
化
、

景
観
、
特
産
品
な
ど
）
を
全

国
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

京
都
府
北
部
の
さ
ら
な
る
活

性
化
に
つ
な
げ
る
契
機
と
し

て
い
ま
す
。

  

与
謝
野
町
で
は
、「
ひ
ま

わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

押
し
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
全
国
的
イ
ベ
ン
ト
に

足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

【
開
催
期
間
】

７
月
19
日
（
土
）
～

８
月
３
日
（
日
）

【
開
催
場
所
】

舞
鶴
市
、
福
知
山
市
、
綾
部

市
、
宮
津
市
、
京
丹
後
市
、

伊
根
町
、
与
謝
野
町

こ
の
事
業
は
全
国
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か

ら
の
拠
出
金
を
受
け
て
実
施
し

ま
し
た
。

既存の回収ボックス（各庁舎）
◆本庁舎玄関前自転車小屋
◆加悦庁舎北駐車場自転車　 
　小屋
◆野田川庁舎横自転車小屋

ボックスの扉を開いて、
天ぷら油を入れたペット
ボトルをそのまま置いて
ください。

ボックスの蓋を上げ
て、天ぷら油を流し
てください。

野田川庁舎に新設
されたボックス
◆玄関右
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㔟
せはた

簱   毅
さとし

与謝 / 無所属 /73 歳 ③

和
わ

田
だ

 裕
ひろ

之
ゆき

石川 / 日本共産党 /39 歳 ②
　　渡

わたなべ

邉 貫
かん

冶
じ

岩滝 / 無所属 /65 歳 ①

 　  江
え

原
ばら

 英
ひで

樹
き

三河内 / 無所属 /77 歳 ①

宮
みやざき ゆうへい

﨑 有平
岩滝 / 無所属 /63 歳 ②

　　小
こ

牧
まき

 義
よし

昭
あき

加悦奥 / 無所属 /51 歳 ①
塩
しお

見
み

 晋
すすむ

岩屋 / 無所属 /67 歳 ②
今
いま

田
だ

 博
ひろ

文
み

滝 / 無所属 /64 歳 ③

藤
ふじ

田
た

 史
し

郎
ろう

加悦 / 無所属 /69 歳 ①
多
た

田
だ

 正
まさ

成
なり

三河内 / 無所属 /70 歳 ③

家
いえき いさお

城 功
三河内 / 無所属 /49 歳 ③

伊
い

藤
とう

 幸
ゆき

男
お

加悦 / 日本共産党 /66 歳 ③

安
あ

達
だち

  種
たね

雄
お

岩屋 / 無所属 68 歳 ①

髙
たか

岡
おか

 伸
のぶ

明
あき

弓木 / 日本共産党 /55 歳 ①

有
あり

吉
よし

 正
ただし

岩屋 / 無所属 /65 歳 ③

　  河
かわ

邉
べ

 新
しん

太
た

郎
ろう

石川 / 公明党 /61 歳 ①

住民の代弁者
16人が決定。

与謝野町議会議員の任期満了に伴う一般選挙が府
知事選と同日の４月 6 日に行われ、選挙の結果、
16 人の議員の皆さんが選出されましたので紹介
します。（50 音順、敬称略、囲み数字は当選回数）

与謝野町議会議員一般選挙結果

　
定
数
16
人
に
対
し
、
18
人

が
立
候
補
し
た
与
謝
野
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
。
４
月
１

日
の
告
示
日
以
降
、
町
内
全

域
で
熱
い
選
挙
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
開
票
作
業
は
投
票
日
の
午

後
９
時
か
ら
野
田
川
わ
ー
く

ぱ
る
で
行
わ
れ
、
有
線
テ
レ

ビ
や
デ
ー
タ
放
送
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
開
票
速
報

が
随
時
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
翌
４
月
７
日
に
は
、
与
謝

野
町
長
、
与
謝
野
町
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
当
選
証
書
付

与
式
が
与
謝
野
町
役
場
で
行

わ
れ
、
町
長
と
町
議
会
議
員

16
人
に
、
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
26
年
４
月
16
日
か
ら
平
成

30
年
４
月
15
日
ま
で
の
４
年

間
。
５
月
８
日
の
臨
時
議
会

か
ら
、
新
た
な
体
制
で
与
謝

野
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

■有権者数　		 19,070 人
■投票者総数　	13,919 人
■投票率　		  73.00％
■候補者別得票総数
　小牧　義昭 　 1,458 票
　河邉新太郎	 	 1,082 票
　宮﨑   有平		  996 票
　家城   功		  954 票
　安達   種雄		  918 票
　有吉　正		  917 票
   多田　正成		  857 票
   今田　博文       768 票
　伊藤　幸男		  674 票

   和田　裕之　　 664 票
　渡邉　貫治		  658 票
　塩見　晋		  650 票
　㔟簱　毅		  610 票
　藤田　史郎　	 604 票
　髙岡　伸明　	 602 票
　江原　英樹		  476 票
　杉上　忠義		  376 票
　 籠　數夫		  41 票
　　　　　　◇

　有効投票数	 13	,305 票
　無効投票数		  614 票
　投票総数	 13,919 票

開　票　結　果

三田幸雄選挙管理委員会委員長から

当選証書が手渡されました


